
 

 

 

（お知らせ） 

平成２６年２月１０日 

 

海賊対処のために派遣されたＰ－３Ｃ哨戒機の活動状況について 

（平成２６年１月） 

 

１ 任務実績（１月１日～１月３１日） 

 

（１）飛行回数 １８回（累計 １，０５０回） 

 

（２）飛行時間 約１４０時間（累計 約８，１２０時間） 

 

（３）確認した商船数 約１，５００隻（累計 約８４，７００隻） 

 

（４）護衛艦、諸外国の艦艇等及び民間商船への情報提供 約１１０回 

（累計 約８，９７０回） 

 

２ 事案への対処等を行った事例  

  （「海賊対処のために派遣された水上部隊の活動状況について（平成２６年１月）」

の３と同一事例） 

１月１８日、商船が海賊から攻撃を受けているとの情報を受け、護衛活動中の護衛

艦「さみだれ」が搭載ヘリを発艦。当該商船の安全を確認した後、不審なダウ船及び

曳航されているスキフを確認。当該ヘリはＣＴＦ１５１司令部に情報提供を行った後、

元の任務に復帰した。 

引き続き、アデン湾を警戒監視中のＰ－３Ｃが当該ダウ船を確認し、ＣＴＦ１５１

司令部に情報提供を行った。仏艦艇がヘリを発艦して対応を開始したため、Ｐ－３Ｃ

は当該仏艦艇に対応を引き継ぎ、警戒監視任務に復帰した。 

その後、当該仏艦艇が当該ダウ船に対して立入検査を実施。海賊５名の身柄を拘束

し、当該ダウ船の乗員を解放した。 
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【写真】 

 
 

 
 


